
やくばの仕事をご紹介します④
　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民
の
健
康
増

進
と
疾し

っ
ぺ
い病

予
防
を
図
る
た
め
、
様
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
①
子
ど
も
の
健す

こ

や

か
な
成
長
の
た
め
の
母
子
保
健
や
予
防
接

種
事
業
。
②
心
の
健
康
を
図
る
た
め
の
精

神
保
健
事

業
。
③
生

活
習
慣
病

の
予
防
や

各
種
が
ん

検
診
を
通
じ
た
健
康
増
進
事
業
な
ど
を
中

心
に
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

予
防
係　

予
防
接
種
に
関
す
る
こ
と
。
感

　

染
症
予
防
に
関
す
る
こ
と
。
救
急
医
療

　

に
関
す
る
こ
と
。
献
血
事
業
に
関
す
る

　

こ
と
な
ど
。

健
康
係　

母
子
保
健
に
関
す
る
こ
と
。
特

　

定
健
康
診
査
お
よ
び
が
ん
検
診
に
関
す

　

る
こ
と
。
保
健
指
導
、
栄
養
指
導
に
関

　

す
る
こ
と
。
健
康
教
育
、
健
康
相
談
に

　

関
す
る
こ
と
な
ど
。

　

福
祉
会
館
で
は
、
会
議
室
や
ホ
ー
ル
な

ど
の
施
設
の
使
用
に
関
す
る
こ
と
、
自
主

公
演
に
関
す
る
こ
と
、
施
設
な
ど
の
維
持

管
理
に
関
す
る
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
会
館
は
、
昭
和
54
年
８
月
に
、
町

民
の
福
祉
の
増
進
と
文
化
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目

的
に
建
設

し
た
文
化

施
設
で
、

今
年
７
月

に
は
延
べ

保
健
セ
ン
タ
ー  

市
川 

一
正　

所
長

福
祉
会
館
鎌
北　

 

隆　

館
長

利
用
者
が
２
０
０
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
現
在
、
皆
さ
ん
に

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
「
愛
称
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
さ
ら
に

多
く
の
人
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
事
業
と
、

利
用
者
が
利
用

し
や
す
い
環
境

と
、
安
心
・
安

全
な
施
設
運
営

を
モ
ッ
ト
ー
に

懇
切
丁
寧
な
窓

口
対
応
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

滝
ノ
入
住
吉
神
社
に
珍
し
い
高こ

う
さ
つ札

が
あ

り
ま
す
。
風
化
が
進
み
、
肉
眼
で
は
文
字

を
読
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
墨す

み
が書

き

さ
れ
た
文
字
の
跡
は
木
質
が
盛
り
上
が

り
、
拓
本
を
採と

る
と
、
は
っ
き
り
と
文
字

が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
神
社
に
出
さ
れ
た
通
達
に
は
紙

面
で
は
な
く
高
札
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た

も
の
も
あ
り
、
明
治
時
代
の
法
令
の
伝
達

の
様
子
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
）
七
月
に

定
め
ら
れ
た
内
務
省
令
の
第
十
二
号
に

は
、
神
社
の
財
産
登
録
や
管
理
、
会
計
に

関
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

神
社
が
所
有
し
て
い
る
財
産
の
登
録
台
帳

を
整
備
す
る
こ
と
、
不
動
産
登
録
の
申
請

に
つ
い
て
、
財
産
の
増
減
、
宝ほ

う
も
つ物

・
貴
重

品
の
管
理
方
法
や
会
計
処
理
の
方
法
ま
で

細
目
に
わ
た
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
不
動
産
や
宝
物
の
購
入
、
寄

附
を
受
け
る
場
合
や
宝
物
、
貴
重
品
を
神

社
外
に
持
ち
出
す
場
合
は
、
地
方
長
官
で

あ
る
県
知
事
な
ど
の
許
可
が
必
要
で
あ
る

と
さ
れ
て
お
り
、
地
方
団
体
が
神
社
の
祭

事
や
財
産
管
理
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い

た
当
時
の
世
相
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

　

省
令
中
、
附
則
第
二
項
に
は
、
会
計
規

則
に
つ
い
て
は
地
方
長
官
が
指
定
し
た
神

社
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
高
札
は
、
山
根
村
の
村
社
で
あ

る
住
吉
神
社
が
明
治
四
十
四
年
五
月
に
内

務
省
令
の
適
用
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
歴

史
資
料
で
す
。

　

こ
の
高
札
は
住
吉
神
社
の
財
産
登
録
、

管
理
な
ど
の
申
請
に
基
づ
き
発
せ
ら
れ
た

も
の
で
、
当

時
の
神
社
の

財
産
管
理
に

関
す
る
手
続

き
の
一
端
を

知
る
資
料
と

し
て
貴
重
な

も
の
と
い
え

ま
す
。

滝ノ入住吉神社の高
こうさつ

札

文化財シリーズ220

実際の高札の拓本

地
発
第
三
二
七
七
号

　

入
間
郡
山
根
村
大
字
瀧
野
入

　
　
　
　
　

村
社　

住
吉
神
社

　
　

明
治
四
十
一
年
七
月
内
務
省
令

　
　

第
十
二
号
附
則
第
二
項

　
　

ニ
依
リ
本
令
第
三
章
会
計

　
　

ニ
関
ス
ル
規
定
適
用
ノ
件
ヲ

　
　

指
定
ス

　

明
治
四
十
四
年
五
月
十
七
日
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